
資料６

日南海岸国定公園（宮崎県地域）の公園計画の変更案の概要

＜これまでの経緯＞
・昭和３０年 ６月 １日 公園区域の指定
・昭和３２年１０月 １日 特別区域の指定
・昭和４５年 ７月 １日 特別保護区域及び海中公園地区の指定、特別地区の拡張
・平成 ２年 ９月 ６日 公園区域及び特別地域の変更（再検討）

＜公園の概要＞
・区 域：本公園の区域は、宮崎県、鹿児島県の二県に跨り、宮崎県宮崎市の青島

から宮崎県最南端の都井岬までの延々９０㎞に及ぶ日南海岸は、黒潮が
日本本土に最も接近する海岸で、温暖多雨の気象の下に南国的色彩に富
み、地勢や動植物に貴重なものを多く有している。代表的な堀切峠は、
数十条にわたる縞状の岩群列（千畳敷）の景観を有し、青島の周囲を縁
取る隆起波蝕岩（鬼の洗濯岩）とともに日南海岸を代表する優れた景観
地区である。

・景観の特徴：岬と湾が交互に重なる七浦七峠と隆起波蝕岩の景観にビロウやソテツと
いった亜熱帯植物の自生地が特徴となっている。

・動 植 物：動物は、国の天然記念物に指定されている都井岬の岬馬や幸島のサルを
はじめ、イノシシ、タヌキ、テン等のほ乳類、イソヒヨドリ、セキレイ、
ウミウ等の鳥類も豊富に生息。植物は、ソテツ、ビロウ等の亜熱帯植物
をはじめシイ、タブ林の常緑広葉樹が繁茂している。また、海中にサン
ゴ、熱帯魚も多く見られ、多くのアカウミガメが産卵のため上陸する。

・利 用 形 態：日南海岸は、リゾート地域の指定を受けており、ドライブ、自然探勝の
他、海水浴 マリンスポーツ、ゴルフ、ハイキング等が盛んで、年間利用
者数は、３５０万人（平成８年度）。

＜変更の概要＞
公園を取り巻く諸情勢の変化を踏まえ、公園計画の見直しを行い、適正な保護及び利用

を図る。

１ 保護計画の変更
・優れた景観を有する戸崎鼻（堀切峠）地区とソテツ自生地の都井岬の一部を第２

種特別地域から第１種特別地域に変更し保護の強化を図る（９２ha）。
・アカウミガメ産卵地保護のため、こどものくに海岸と日南市風田の海岸を乗入れ

規制地域とする（ ４１ha）。

＊地域地区別面積：単位 ha（％）
特 別 地 域 普通地域

変 3,399( 97.0)

更 特別保護地区 第１種特別地域 第２種特別地域 第３種特別地域 104( 3.0)

前 12( 0.3) 148( 4.2) 1,873(53.5) 1,366(39.0)
公 園 区 域 3,503(100.0)

特 別 地 域 普通地域

変 3,399( 97.0)

更 特別保護地区 第１種特別地域 第２種特別地域 第３種特別地域 104( 3.0)

後 12( 0.3) 240( 6.9) 1,781(50.8) 1,366(39.0)

公 園 区 域 3,503(100.0)
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